
ニ ヒ リズ ム と ニ ー チ ェの 三 概 念
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初 め に

人間 は誰 し も形 而 上 学的 営 為 を運 命 付 け られ た動 物 で あ る。 又 人間 は誰 し も歴 史的 動 物 で あ る。

人 間は、 己れ が狐 々の声 を上 げ た時代 の海 に船 出 して、 誰 と も異 な る独 自の航 海 日誌 を付 け ざ る

をえなIn歴 史 的動 物 で ある。 詰 ま り、 人間 とい う精 神 の漂流 者 は、 歴 史 を形 成 しつ つ特定 の時 代

を生 きざ るをえ なti歴 史 内実 存 な ので あ る。 そ の意味 で 我 々は、 二。 チ ェの思 想 に 肉薄 し よ うと

す るな らば、 ニ ーチ ェの生 きた歴 史 的状 況 に通 暁 しなけ れ ばな らな い。 人は 誰 し も時代 の 波 を被

るか らで ある。 しか も一 頭地 を抜 く知性 に生 まれ つ い た者 ほ ど鋭 敏 に時 代 の波 に 対処 す るか らで

あ る。 又 も う一つ 看過 し てはな らな い点 は、 ニー チ ェとい う自然 の生 み 出 した 傑 出 した歴 史 内実

存 の特 質 で ある。 言 い換 えれ ば、 ニー チ ェの人 生 と世 界 に対 す る基本 姿 勢 で あ る。

以 上の二 つ の視 角か ら、 私 は以 下、 ニ ーチ ェ哲 学 の骨格 を成す 三 つ の概 念(永 劫 回帰、 力へ の

意志、 超 人)の 整 合 的解 明 を試 み よ うと思 う。

だ カ:その試 み を展 開す る前 に、 第 一章 で は、 ニー チ ェが 例外 者意 識 の もとに言 語 表現 の粋 を尽

して内 的 欲求 を吐 露 した傑 作"AlsosprachZaratfiustra"の 哲 学書 と しては特 異 な性 格 に つN

て、 言 及 してお きた い。 詰 ま 動、 ニ ー チ ェ哲 学 の主要 な 三概 念 が 登場 す る該 書が 厳 密 な言 葉 で編

成 され ていな い理 由は 何か 。 二一 チ ェは何 故 に詩 人 哲学 者 とし て思想 を詩Gedichtで 伝 達 せ ざ る

をえ なNの か 。 この点 を考 察 す るこ とか ら始 め た い。

1

Zarathustraと い う名 は 、 拝 火 教 教 祖 と目され る 預 言 者 ゾ ロアス タ。の古 代 ペ ル シ ャ名 で

ある。19世 紀 の ツ ァ ラ トゥス トラ も又、 そ の名 の示 す 通 り、 預言 者 で あ る。19世 紀 の 預言 者

.ツ ァラ トゥス トラは、 魂 の故 郷 と自称 す る孤 独 の 中で 己れ と対 話 を交す こと を好 む。孤 独 に 沈潜
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す る と、 「 ここ(孤 独)で は 、『一 切 の存在 の 言葉 とそ の 言葉 の櫃 どが、 私 に 向 か って突 然 開 かれ

る。一 切 の存 在 が、 こ こでは 言葉 にな ろ うとす る 。 一切 の 生成 が、 こ こ では語 る こ とを私 か ら学

(1)ぼ うとす る
。 」 とは 言え 、存 在 の 深淵 は 底 がな く、そ れ は、 抽 象概 念 で語 り明 か そ うと して も

意 を尽 せ ない 程(2深 い。 測 り知 る には余 りに 「 世界 は深 い 一 犀 が今 ・ま でに考 え てい た よ り も深

い。 昼 だか ら とい って、 一切 が言 葉 に な り うるわ け では ない。② 」 そ うNう わけ で、 「こ こ(孤

独)で は、 お'まえ(ソ ァラ トゥス トラ)は あ らゆ る比喩 に乗 って、 あ らゆ る真 実へ と向か う。(3)」

こ とに なる。 そ うい う次 第 で ッ ァ ラ トゥス トラの書 は、・預 言 の書 の常 と して≦ 真 理 の予 感 に震 え

る詩 的 象徴 的 表 現 形式 に なら ざる を えない 。

以上 み た よ うに、 ツ ァラ ドゥス トラは、存 在 の深 淵 を他 に伝達 し よ うとす れ ば比 喩 に頼 ちなN

わ け には い か ない 、 と胸 の内 を語 り明 か してい る。 ところが そ れ に も拘 らず、 他 方 で、 比喩 を専

門 とす る詩 人達 を仮 借 な く弾 劾 して い る。 例 えば 次 のよ うに。 「草 地 や寂 しい山 腹 に 寝 そべ って

耳 を歌 て る者 は、 天 地 の間 にあ る諸 々 の ことに つNて い くば くか を知 る、 とす べて の詩人 達 は信

じて い る。 そ して感 情 の籠 った 興奮 が や って くる と.詩 人達は い つ もこ う思 い込 む 、 自然 そ の も

の が 自分 達 に惚 れ 込 ん でい る の だ と。詰 ま り、 自 然 が 自分達 の耳元 に忍 び寄 って、 秘密 の事柄 や

恋 慕 の甘 い言葉 を囁 くの だ と.そ して それ を万 人 に向 か って自慢す る。(4)」

ところ が、 ζ,のよ うな詩 人 の思 い上 が りを痛撃 す る 「 ッ ァラ トゥス ト5も 詩 人 の一 人 で ある∫叫

一 体 これ は ど うい う
、こ とか 。 な ぜ詩 人 の弱点 を知 り抜 い'てい る ッ ァう トゥス トラが、 己 れ の教 え

を厳 密 な概 念 てsprechenせ ず に.Gedichtで 提 示す るの か 。 これ が 問題 となる。 該 書 の末 尾 に

は必 ず 「この よ うに ッ ァ ラ トゥス ト7は 語 った。AlsosprachZarathustra.」 とあ るが 、 内容 を

総 括す る適 切 な 言葉 で締 め括 ると す れ.ぱ、紛 れ もな く「この よ うに ツ ァう トゥス トラは詩 作 した。

AlsodicbtetP'Larathustra」 と しな け れば な らな い。 この 問題 を解 き明 か そ う。

ツァ ラ トゥス トラ は 自己憧 着 を犯 してい るわけ では決 して ない。 ツ ァ ラ トゥス トラは、 論理 的

表 現 を拒 絶す る ぎり ぎりの臨 界点 に立 っ てい るの であ る。 ツァ ラ トゥス トラは 、流 動 して 止 ま な

N生 の 実相 を表現 す る場 合 、 自 己 に誠 実 で あろ うとす れ ば、 比 喩 を散 りば め た詩 とい う乗 り物 に

乗 らな ければ な らな か った 。 生の 深淵 を 覗 き見 た ツ ァう トゥス トラは、 そ れ を抽 象 概念 に高 め て

伝達す る ことの 己れ の無 力 さ を知 り尽 して い た の であ る。 ツ ァ デ トゥス トラは 、生 の深 淵 の語 ろ

うに も語れ ぬ もどか しさに苛 立 ち を感 じてい るの で ある。 「詰 ま り、 こ うい うふ うに私 が 比喩 で

語 る とは。 私 が詩 人 の よ うに吃 り、詩 人 の よ うにの ろの ろ歩 く とは1私 は本 当 にポ 自分 が・まだ詩

人 でな け れ ば な らない こ とを恥 ずか し く思 う。 一(6)」 ツ ァ ラ トゥス トラは、 単 に 自然 の 懐 に抱

かれ て神 の 声 を聞 き とる タ イ プの 受動 的詩 人 では ない。 こ うい った詩 人 は ツ ァう トゥス トラの批

判 の対象 とな る。 ツァ ラ トゥス トラは 自分 自身 の 内部2目 を向 け.徹 底的 に考 え抜 く自照 ρ人、

いわ ば詩人 哲 学 者 な の で ある.だ か ら彼 は こ う自戒 す る の である。 「誰 か が本気 で 『詩 人 は嘘 を

つ きす ぎ る 』 と口にす る と仮 定 す れば、 その 人 は正 しい こ とを言 っ てい る。 一 我々 は嘘 をつ き

す ぎる のだ。 我aは 又 這 知 る ことが余 りに少 ない、 そ しz学 ぶ こと も下手 だ。 そ れ で我 タはす ぐ

嘘 を言 わ なけ れ ば な らない 羽 目 に な る。(7)」
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但 し、 ここ で注 意 して 知か な けれ ば な らない こ とが ある0そ れは 、 一一つ に は詩 人哲 学 者 ツ ァラ

トゥス トうの理 想 とす る境 地 であ り、 又一 つ に は ツァ ラ トゥス トう は そ の境 地 に則 り、 「この よ

うに ツ ァ う トゥス トラは歌 った 。AlsosangZarathustra」 と己れ の境 地 を絶 唱 したか っfz ,と

い う点 で あ る。即 ち、精 神 の 三様 の変 化(、「汝 なす べ しDusollst」 の騎駝 → 「我欲すIch

will」 の獅 子 → 「我 あ りIchbin」 の小 児)を 辿 り、 最終 段 階 の小 児 の立 場 を志 向 す る者 と

して、 ツ ァ ラ トゥス トラは、 デ ィオ ニ ュ ソスの徒 に相応 し く、軽 や か に理 想 の境 地 を歌N上 げ た,

か ったの で あ る。小 児 の 立場 ニ デ ィオ ニ ュ ソス=力 へ の意 志 に な り きる生 き方 を理 想 と仰 ぐとこ

ろに 、 ッ ァ ラ トゥス トラの知 恵 を捨 てて軽 快 な 生 に走h,歌 い た い根 拠 が ある。 そ れ を裏 付 け る

よ うに 、円 熟 した、ツ ァ ラ トヴス トラ の双 生児 ニ ー チ ェ(よ り企確 に は、 ツ ァラ トゥス トラを理

想の 分 身 とす る ニ ーチ ェ)は 、 ビゼ ー やモ ー ツ ァル トを好 み 、 ワ ー グ ナー を嫌 う。 この 真 理 の使

徒 は、 しか め っ面 を した ドィ ッ精 神 が 気 に入 らな い ので ある 。 結局 、 ッ ァ ラ トゥス トラが還 帰 し

ょ うとす る小 児 の立 場 とは、 次 の よ うな立場 であ る。 「す べ て の重 い ものが軽 くな り、 す べ て の

肉 体 が舞 踏 者 に、 す べ て の精 神 が鳥 に なる ことが、 私 の始 め であ り、 終 わ りであ るな ら(mein

AundO)、 そ して誠12,そ れ が私 の始 め であ り、終 わ りな の だ(meinAandO)1一(8)」

そ うい うわけ で こ うな る。 「見 よ、 上 もな く、下 もない1お ま え を投 げ よ、 まわ りへ、 かな たへ 、

う1しろへ。 お ま え、 軽 快 な 者 よ。歌 え、最 早語 る な1一 言 葉 はす べ て重 い 者達 の為 につ くられ

た もの で は ない のか。軽 やか な者 に とって は、 言葉 はす べて 疇 をつ くこ とに な らな い か。歌 え、

最早 語 るな!一(9)」

しか しな が らニ ー チェは、デ ィォ ニ ュ ソス に なろ うと して な りきれ ず に、道 半 ば に して発 れ た。

そ こで該書 は 、 ッ ァ ラ トゥス トラの苦 闘 の跡 を とどめ る白鳥 の 歌 とな った。

それ で は初 めの課 題 に帰 り、 次 の 二つ の章 では、 先 ず ニ ー チェの哲学 の骨 組 みに光 を あて る二

つ の光源 を それ ぞ れ考 察 してNき た い。

狸

シ ョーペ ンハ ウエ ル との書 物 の上 で の遅 遁 を通 し:て、真 剣 に人生 と世界 の本 質 を見極 める哲 学

す る精 神 を教 え られ た ニ ー チェ。 ニ ー チェの終 生変 わ る こ とのな い標 語 は、 「澄'まえ が ある とと

ろ の もの に なれ 。鴨rde,derdubist1(1)」 で あ った。 「いか に して人 は、 そ のある ところ

の もの にな る か。WIEMANWIRD,WASMANIST」(ECC:EHQMOの 副題)こ れ 即

ち 自己還帰 が ニ ー チ ェの生涯 の 思索 を貫 く哲 学上 の課 題 で あ ったO病 苦 と孤独 が 連綿 と持続 す る

中で、 己れ を実験 台 に、 己れ の内 面 と人 生 を厳 し く見据 え て 自己貫徹 す る ニ ー一ヂ ェの哲 学 す る精

神 を見落 と しては 、 画龍 点晴 を欠 く こ とに なる。 この苛烈 な ニ ーチ ェの 自己探求 の精 神 を見 過 ご

しては 、 ニ ーチ ェ を読 む 資格 は ない。 ニ ーチ ェの思索 の 根本 姿勢 を見極 め る こ とな しに 、 ニ ー チ

ェの書物 を読 む こ とは 危 険極 ま りない 。永 遠 に眼 差 しを注 い で苦闘 す る哲学 者 ニ ー チェの 根 本精

神 に即 して書 物 を理解 せず に、漫 然 とニ ー チェ の書物 か ら人 生 の 知恵 を汲 み上 げ よ うとす れ ば、
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ニ ーチ ェの 書物 は 危険 を満載 した有 害 な書 物 に変貌 す る。 戦 闘 精 神濫 る ニ ーチ ェの毒 気 に あて ら

れ て、 正 に ニ ーチ ェの蔑 む権 力 賎 民(Mhcht-Gesindel)や 天狗 に成 り下 が る のが落 ち であ る。

そ うい う読 者は ニー チ ェ を読 む 資 格 は ない。 「一切 の書 か れた もの の うち、 人 が己れ の血 で もっ

て書 くもの だけ を私 は愛す る。 血 を もって書 け。 そ うす れば 君 は知 る であ ろ う、 血 が精 神 で あ る

こ とを。 人 の血 を理 解す る のは、 たや す くで きる こ と では ない。 私 は読書 す る怠 け者 を憎 む。(2)」,

私 が血 で もって 書 き上 け た著 作 を読 む 資格 が諸君 には あるか 、 とニ ーチ ェは我 々に 問 いか け て い

る。 私 の著 作 を読 む に値 しない 者 には、 私 の著 作 は とん で もな い誤解 を招 く、 とニ ー チ ェは予告 す

す る。"A、:LSOSPRA(HZARATHUSTRA"の 副 題 も次 の よ うに警 告 し てい る のを我 々は 思 い
あの

起 こさね ば な らな い。 「万 人 に 与 える書 、 何 人 に も一与えぬ 書 。:EINBUCHFURALL:EUND

KEINEN」

深 ま る病 苦 と孤 独 を跳 ね返 し、精 神 的破 局 を迎 え るま で 自己 へ還 帰 す る こと を 己れ に課 した ニ

ーチ ェ を導 い た ものは何 で あ った ろ うか。 それ こそ、 ニー チ ェの本 体 で あ る デ ィオ ニ ュ ソスで あ

る。 ニ ー チ ェの 不退 転 の 意志(選 択 決行能 力)を 包摂 す る広義 の 意志、 即 ちデ ィオ ニ ュ ソ スに:な

りきろ うとす る の が、 ニ ーチ ェの 自己還帰 の真 意 で ある。 破壊 と創 造 に戯 れ るデ ィオ ニ ュ ソス と

は、 別 名 を 「力 へ の意志VVillezurMhcht」 と言 い、 「常 に 自分 自身 を乗 り超え ざる をえな い

もの(3)」で あ り、 「その名 を本 来 の 己れSelbstと い う。 君 の 肉 体 の中 にかれ が住 ん でい る。君

の 肉 体が かれ で あ る。(4)」

以上 に論 述 され た ニ ー チェ とい う歴 史 内実 存 に於 け るデ ィオニ ュソス の 自己還帰 が、 多 義的 に

解 釈 され続 け た ニ ー チェ哲 学 の骨 格 を浮 か び上 が らせ る一 つ の光 源 で ある。

それ では次 に もう一 つ の光 源 を探 る こ とに しよ う。

肛

ニ ー チェは ニ ヒ リズム概 念 を次 の よ うに定義 して い る。 「ニ ヒ リ ズム とは何 を意 味 す る のか 。

一 最 高 の諸 価値 が無 価値 に なる とい うこと
。 目標 が欠 け てい る。 『何故 か 』とい う問Nへ の 答

えが欠け てい るの であ る。(1)」

自 己の生 存 に真 摯 であろ うとす れ ば、 誰 しもニ ヒリズム との格闘 を回避 す る わけ には い かな い。

ニ ヒ リズムは 、 己れ だけ の時 間 と空間 を取 り戻 した実 存的 人 間 を訪 の う招 かれ ざる客 で ある。 ニ

ヒリズム は 又、 危機 に瀕 した時代 が必 ず伴 う暗 い影 法師 で もあ る。 そ の 意味 で ニ ヒリズム は、 実

存す る 人間 に とって、 永遠 の伴 侶 で ある と同時 に、 苦 境 に立 つ 歴史 の落 とす 影 で も ある。

ニ ー チ ェが対 決 した の は外 な らぬ ヨ ー ロ ッパ の ニ ヒリ ズムで あ った。 ヨー ロッ パのニ ヒ リズム

は、19世 紀 以 降、 社 会 の変 動 に足並 み を揃 え て胎 動 を開始 した。 そ の 予震 を逸 早 く体感 す る秀

抜 な知 性 が あ った。 ニ ー チ ェに先 駆 け る者達 であ る。 作 家 では ツル ゲー ネフ や フ ロ ーペル 。詩 人

で は ボ ー ドレール や ランボ ー。哲 学者 で は シ ョーペ ンハ ウエル や シ3テ ィル ナ ーの名 が 挙 げ られ

る。両 哲 学者 は、徹 底的 に闘 うニ ヒ リス トニ ーチ ェの 先触 れ と言 え る。 ニー チ ェは、'ヨー ロ ッパ
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の医 師 と して・ ほ ぼ20世 紀 に亘 っ てキ リス ト教 に汚 染 され た ヨー ロッ パ に診 断 を下 し
、 神 の死

亡 診断 書 を 作成す る。 「神は 死 んだ。 今 や我 々は欲 す る ～ 超 人 が生 きる こ とを
。② 」 この表 現

に ・二 一 チェの取 り組 ん だ ニ ヒリ ズムの入 口 と出 口が示 され てい る
。 「神 は死 ん だ。Gottstarb」

とは勿論 、 キ リス ト教 の神 の こ とであ る。 この キ リ ス ト教 の 神 の信 仰 の上 に既 成 の価 値 体 系 が築

き上げ られ て きた以 上、 神の死 は、 従来 の価値 体系 の崩壊G2が る 。詰 ま りニ ヒ リズムの到 来 に

直結す る。 そ して ニ ヒリ ズムの克 服 者 が超 人 撫rmenscbと い う。

今後2世 紀 に亘 り、 ヨー ロ ッパが ニ ヒ リズムの波 に呑 み込 まれ る のは 、 「ニ ヒ リズ ムそ の もの

を既 に 自分 の うち で最後 ま で生 き抜 い て しま った(3)」 ニ ー チェに とって
、 不 可避 の運 命 で あ った。

ニ ー チ ェは ニ ヒ リ ズムの接 近す る足 音 に耳 を澄 ま す
。 「ニ ヒリ ズムが戸 口に立 ってい る。 あ らゆ

る訪 問 客 の うち で最 も薄 気 味悪 い この 客 は、 どこか ら我 々の と ころ にや って来 るの であ ろ うか 。(4)」

以 上指 摘 し た ヨー ロ ッパの精 神 状況 と前章 で 指摘 され た 自己還 帰 の二 つ の角度 か ら
、 以 下、 時

代 の転 換 期 に 生 きた ニ ー チェ とNう 歴 史 内 実存 が悪 戦 苦闘 の末 に生み 出 した.議 論 の尽 きる こと

の ない 三教 説 を、統 一的 に解 釈 す る試 み を展 開 して みよ うと思 う
。 前 以 て三 つ の教 説 の相互 連 関

を簡 単 に纒 め れば 、次 の よ うに なる。 永劫 回帰ewigeWiederkunftと はニ ヒ リズムの極 限 形式 で
、

これ を超 克 す る のが、 生 と世界 の根 源 状態(無 垢 の生 成)で ある 力へ の 意志WilleZUTMacht
。

この 体現 者 が超 人UbermenschIBC外 な らない。

それ では次 に、 それ らの詳 細 な概 念説 明 に移 ろ う。

N

私 は 「自分 を省 みる こと以 外 には これ ま で何 もして こ なか った(1)」 よ うな 人間 だ と自己 を語 る

ニ ーチ ェは、 「 ヨー ロッパの 最初 の完 全 な ニ ヒ リス トdererstevolkommene:Nihilist

:Europas(2)」 と して、 ニ ヒ リズ ム到来 の必 然性 とそ の克 服 の道(超 人)を 説 く
。

ヨー ロ ッパに君 臨 す る合理 的 世界観 に疑 義 を呈 し、 ニ ヒリス トニ ー チ ェの露払 い を勤 めた 人物

が出現 して い た こ とは、 前章 で既 に指摘 され た ところ であ る。 そ の 最 たる人 物 は、 無論 シ ョーペ

ンハ ウエル で あ る。 この ニ ーチ ェの精 神上 の師 は、、盲 目的 生存 意志 を形 而上学 的原 理 に立 て る立

場 か らペ シ ミズ ム を導 来 し、 意 志 の絶 滅 に精 進 す る聖 者 の道 を理 想 とす る。 と ころ が不屈 の 意志

力 を もつ 生過 剰 の 弟子 、 ニ ーチ ェは、 聖 者 の諦 念Ih,「 精 神 の力 の衰 退 と後 退 としてのニヒリズへ

即 ち、 受 動的 ニ ヒ リズム③ 」を嗅 ぎ付 け る。 そ こで少壮 気鋭 のニ ーチ ェは 手始 め に、 ペ シ ミズム

超 克の書 と して 、処 女 作 『悲劇 の誕 生DieGeburtder1`ra.A(xlie」 を江 湖 に 問 う。 だが ニ ー

チ ェに とって 、 ペ シ ミ ズム は あ く・まで も 「ニ ヒ リズムの 前形 式Vorformdes:NihiIismus(4)」

に外 な らず 、 円熟 期の ニー チ ェは、 「 ペシ ミズ ムの極限 形式 即 ち本来的 ニ ヒ リズムdie

extremstoFor皿desPessimismus,dereigentlicheNihilismus(5)」 を超 克す る指針 を

示 す主 著 『AlsosprachZarathustra.Jを 完 成す る ことに なる。

それ では ニ ー チェの格 闘 す るニ ヒ リズムが 何故 ヨー ロ ッパに襲 来す る ことに なる の か。 そ れは、

一15一



2千 年 に 及 び ヨー ロ ッパ の支配 者 で あ り続 け た 「キ リ、ス ト教 道徳 が キ リス ト教 の 神 に刃 向 か う(6)」

結果 で あ る。 キ リス ト教 道徳 が陶 冶 した 「誠 実 さWahrhafdokeit」 が 己れ の育 て の親 の、首 を

締 め上げ る'まで12己 れ の誠 実 さに徹 す る結果 、 ニ ヒリ ズム が招 来 され るの で ある。

もとを正せ は 、 「道徳 とい うもの は、 実 際上 のま た理 論上 の ニ ヒリ ズム に対す る、 大 きな 対抗'

手段 であ う た。(7)」従 って 、 実 は 「或 る全 く特 定 の解 釈 、詰 ま りキ リス ト教 的道徳 的解釈 の うち

に こそ、 ニ ヒ リ ズムは 潜 ん でい るの であ る。(8)」・詰 ま りキ リス ト教道 徳 とは、 生 存 の苦 悩 に 人間

を耐 え忍 ぱせ る為 の一 つ の 世界解 釈 で あ った。 キ リス ト教道 徳 の淵 源 は
、 生 存 の苦 悩か ら人間 を

解 放 しよ うとす る イ エスの 救済 意志 に求 め られ る。 そ の 目的 か ら、 キ リス ト教 道徳 は、 生 成 界 の ゴ

彼岸 に 「真 の 世界wahreVVelt」 を虚 構 す る必 要 に迫 られ た。詰'ま り生成 には 「 目的Zweck」

も 』「統 一 性Einheit」 もない とい う洞察 に 到 れば 、今 や 「逃 げ道 と して残 る ものは 、生 成の こ

の 世界全 体は迷 妄 だ と判 決 を下 して」 この 世 界 の彼 岸 に存 す る一 つ の 世界 を真 の 世界 と して 虚構

す る こ とで あろ うa(9)」 だ が 「真 の 世界:などは 、一 つ の遠 近法 的仮 象 で ある 。(1の」 「こ う した 世

界が組 み 立 て られfzの は た だ心 理 学的 欲 求 か らにす ぎず 、 人間 はそ う した こ とをす る権 利 な どま

る っ き り持6て は い な い とい う真 相 を 知 るに到 れ ば、 た ちまち、 ニ ヒ リズム の最後 の形式 が 発

生 し て くる'a(11)Jそ れが、 「楡 申の上 昇 した 力 の徴候 と しての ニ ヒ リ ズム.購 瀧 動 的 ニ ヒ リ

ズム.(勒 なの であ る。 こ うして 「ニ ヒ リズムの 極限 形 式dieext,em,t。F。,mdes

Nihilismus(13)」 と して の 「永劫 回帰dieewigeWiederkehr」 思 想 が誕 生す る。

『この人 を見 よEcceHomo』 の 中 で、 ニー チ ェは、1881年8,月 に 永 劫 回 帰思 想 を受 胎 し

た当 時 の経緯 を思 い起 こ して い る。 「人間 と時 代 を越 え た6千 フ ィー ト6000Fqβjenseits

vonMenschmdZeit(14)」 の 山 中 で閃lnfz「 この 最高 の肯 定 の定式diesehochsteFo皿1P ,1

d・・Bej・ ㎞ ㎎ ⑮ 」 で あ る 「永 劫 剛 希の思 想d・,Ewiaewied。,kmft,一Gedank。 ⑯ 」 とは
、

具 体的 に どの よう に理 解 され る べ き もの:なの か。 ツ ァラ トゥスhラ の 言葉 に耳 を澄 ま せ て みょ う。

静 ま り返 った静寂 の 中 で 「瞬 間 とい う門TOrwAロgenblick」 に つい て 思 い を凝 らす ッ ァラ

トゥス トラの胸 に 閃 く もの が あ る。 「… 。 月光 を浴 びて の ろの ろ と旬 っ てい る この蜘 蛛
、また こ

の月光 そ の もの 、.また門 のほ とりで永 遠 の事 物 に つい てさ さや き交 してい る私 とお ま え 一 我 々

は 皆既 に存 在 した こ とが あ・る の では ないか 。 そ して み な再来 す るの では なNか 、 我 々の前 方 に あ

る も う一 つ の あの道 、 この 長い 空恐 ろ しい 道 をい つか ま た歩 くの では ないか 一 我 々は 永 劫 に再

来す るの では ないか 。 一(17)」 ッ ァ う トゥス トラは 我 が 身に襲 い かか った イ ンス ピレ ー シ ョン

に身Nす る。 そ の 内容 の余 りの恐 ろ しさに 戦標 す る。 我 が身一 人 に限 らず
、 あ らゆる 存 在が予

め決 定 され た筋 書 き通 りの生 を生 き抜 か なけれ ば な らない とは。 しか もと こ しえ に
。 地球 に己 れ

が生誕 し、 世 界'と人 生 の謎 を解 き明 か そ うと営 々 と努 め る 自 己の生涯 は か っ て あった し、 これ か

らも繰 り返 され る。 自分 の一 生は 何 か ら何 ま で全 く同 じ有様 で無限 に繰 り返 され る運 命 にあ る
。

この 想念 に人は どう して嘔 吐 を催 さず にい られよ う。 この永 劫 回帰 を懐胎 した ツァ ラ トゥス 』トラ

に とって、 それ ま で の直 線的 時 間 が俄 に輪 を描 くこ とに:なる のは必 定 で あ った。 ・「存 在 の『円環 は

永遠 に己 れ に忠 実 である 。 一瞬 一 瞬 に存 在 は 始 まる 。 それ ぞれ の 『ここ 』を 中心 として 『か なた』

一16一



の球 は 回転す る。 中心 は至 る と ころに ある。 永遠 の歩 む道 は曲 線 で あ る。Q{り」 必然 の定 め の も と

に生 成 の循 環 が 永遠 に続 く。 万 物 が必 然 の車 輪 に乗 っ て回 帰 す る 生成 界 では、 人 間 の自 由:な意思

決定 も絵 空 事 に な る。 自新 しい こ とは何一 つ ない。 す べて 決 め られ てい た こ と だ。 それ では歴 史

内実 存 は、 自由 とは 永遠 に無縁 な の であろ うか 。 否。 ツァ 弓 ト ゥス ト5は 自由 人 とし て超 人 を教

え る。万 物 の永 劫 回帰 の 思 想 の受 胎時 は嘔 吐 を催 した ッ ァ ラ ト ゥス トラ も、 新 た に力 を貯 え て胸

を張 り、雄i々し く己れ の運 命 を生 き抜 く。 「私は 再 び 来 る、 この太陽 、 この 大地 、 この 鷲 、 この

蛇 と共 に。 一 新 しい 生、 よ り よい生、 若 し くは 類 似 した 生へ 返 るの では ない。 』一 私 は 、 永遠

に繰 り返 して、 最 大の こ とに於 い て も最小 の こ とに於 い て も同 一 の この 生 に帰 って くるの だ。 だ

か ら私 は再 び一 切 の 事物 の永 劫 の回帰 を教え る のだ。 一 だか ら私 は 再 び 大地 と人間 との大Nな

る 正午 につ い て語 り、 再 び人間 達 に超 人 を告 知 す るのだ 。(⑨」

では 己れ の運 命 と して ツ ァ ラ トゥス トラが告 知 す る超 人 とは 何 か。

V

ニ ヒ リス トニ ーチ ェによ り、 ヨー ロ ッパ に君臨 し続 け た最 高権 威 が殺 害 され 、 そ れ に伴 い、 既

成価 値 の悉 くが 粉砕 され た。 これ は既 に論 及 され た。 それ な らば 神 な き 世界 とは どの よ うな もの

で あろ うか。 それ は パ ス カル の予 言、 「キ リス ト教 の信 仰 が なけ れば、 自然 や歴 史 と全 く同様 、

君 達 は君達 自身 に と って怪物 とな り混 沌 と なる」 が成 就 さ れ た世 界 だ とい う(1)0詰 ま り、 それは

こ うだ。 「 一 この 澄界は 力へ の 意志 で あ る 一 そ して そ れ以 外 の何 物 で もな い1そ して君 達 自

身 も又、 この 力へ の意 志 で ある 一 そ してそ れ以 外 の 何物 で もな い'1(2b

神 な き生 と世界 の本来 の姿は 力へ の意 志 だ とい う。 自己破 壊 と自己 創造 を永遠 に繰 り返す 力へ

の意志=:デ ィォ ニ3ソ スは、 善 悪の 彼岸 に あ る。 そ の意味 で デ ィオ ニ ュ ソス的 生 成 は無 垢 とな る。

ニ ー チ ェが見 た 姿 は、善 悪 を越 え たデ ィォ ニ ュ ソス の世 界 だっ たの であ る。神 の 殺 害 され た後 に

大地 に残 され た力 へ の意志 一 これが、 あ らゆ る価 値 を転 換 す る ニー チ ェの新 しい 価値 基 準 とな

る。 この新 しい、 これ だけ は相 対 化 を免 れ てい る絶 対 の価 値基 準 の もとで は、す べ て の価 値 が相

対 化 さ れ る。 力へ の意志 が 絶対 の価値 基 準 に据 え られ てい る点 か ら判 断す れ ば、 力へ の意志 は 形

而上学 的 原理 と見徹 さなけ れぱ な らない 。 ニー チェが排 除 す る の は、 生 成 す る事 象 の彼 岸 に あ る

とされ る背 後 世界 で あh,事 象 の根 源的 事 実 で あ る形 而上 学的 原理 は否 定 しては いな い。

力へ の意 志 の遊 戯 衝動 に基 づ く万 物 の永 劫 回帰 は、 免れ る こ との で きない必 然 の定め だ とい う。

となる と偶 発 す る か にみ え る事象 も実 は必 然 の 定 め を担 って い る。 な らば 自由 の はい り込 む余 地

は ないの か。 必 然 の定 め の もとに 生成 する事 象 の因 果 必 然 か ら免 れ る手段 、 即 ち 自由 へ の道 は拓

け ない の か。 否。 それ は、 存 在論 的 自由 の 存す る存 在 の深淵 に身 を投 じ る ことに よ って 可能 とな

る。即 ち、生 と世界 の根 源 状態 へ帰 入す る こ とで ある。 詰'まh,力 へ の意 志 にな りきる こと であ

る。 そ うす れ ば 人 は 自由人 にな れ る。 そ こ で入は 存 在論 的 自由 を獲 得す るの で あ る。 こ う して 人

間 に於Nて 因 果必 然 と自 由が 和解 す る。 これ が超 人の 意味 で あ る。超 人 とは完 肇 な 刀へ の意 志 の
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徒 の ことで あ る。 「人間 は詩 人 であh,謎 の解 明者 で あ り、 偶然 の救 済 者 であ る。 若 しそ うで な

けれ ば、 私 は ど うして人 間 で ある こ とに耐 え られ よ う。(3)J神 な き後偶 然 に 生成 す るか に みえ る

無 垢 の事象 を必 然 の相 の も とに眺 め、す べて は 前以 て 決定 され て いた こ とだ 、 「か って そ うで あ

ったL・wa・(4)Jのlrk,「 しか しそ れ カ・そ うで あ るこ とを私 が欲 した のだ1そ れ カ・そ うで ある

こ と を私 は 欲す るだ ろ う 一Aberso恥11teiches1So犠erdeich'swollen一(5)」

と、万 物 の 永劫 回帰 を 力へ の 意志 の立場 か ら積 極 的 に:担うこ と に よ って、 ッァ ラ トゥズ トラは、

生 存 の無 意 味 を乗 り越 え る 自由へ の道 を拓 く。 「おお 、 お ・まえ、 私 の意 志 よ1知 まえ、 あ らゆ る

困 窮 の転 回 よ、 お ま え、私 の必 然 よ1(6bこ う言 って、 ツァ ラ トゥス トラは 力 への 意 志 に帰一 し

ょ うとす る 。偶 然 とみえ た 困窮 を起 こ るべ くして 起 こっ た必然 の 困窮 と して 積 極的 に 担 うか ら、

そ こに困 窮の 転 回 が 起 こ り、 主 体 は、 力 へ の意 志 その もの に な りきった 者 と して、 自由 の境地 に

は い る。 こ こでは 自由 と必 然 が渾 然一 体に な る。偶 然 の 出来事 と して過 去 に葬 り去 られ た一切 の

出来 事 も、 永 劫 回帰 を積 極的 に担 う立 場 か ら、 ッ ァラ トゥス トラは眺 め る。 「一 切 の 『か って そ

うであ った 』は、一 つの 断片 で あ り、 一 つの 謎 で あ り、 一 つ の恐 ろ しN偶 然 で あ る.一 創 造す

る意志 が、 それ に 対 して、 『しか し私 は それ がそ うで ある ことを欲 し た のだ1』 と言 うま では。

一 創 造 す る 意志 が
、 そ れ に 対 して、 『 しか し私 はそ れ がそ うで あ る こ とを欲 す るのだ1そ れ が

そ うであ る こ とを私 は欲 す るだ ろ う1』 と言 うま では。の 」 私 が 生 ・まれ た こと も、私 が歩 ん だ道

も、 これ か ら歩 む道 も何 か ら何'まで決 定事項 で あ るばか りか、同 一 の生 き様 が一 点 の狂 い もな く

未 来永 劫 に亘 って繰 り返 され るの も決 定済 み とい う永劫 回帰 の 思 想 にた じろ がず、 「これ が 生だ

っ た の か 。Wardasdasレ ㎞n?よ しlWohlan1も う一 度1Nocheinmal1剛 と言

って咲 笑 で きる運 命 愛 の徒 が、超 人 の意味 で ある。

「大 地 の 意 義derSimderErde(gbと さ れ る 「超 人Ubermensch」 とは 、 前 段 で 概 念

規定 さ れ一fzように、 あ くま で も完 全 な力 へ の意 志 の徒 の こ とで ある。 デ ィオ ニ ュ ソスへ の 自己 還

帰 を達 成す る実 存の 象 徴、 近 代 機械 化 社 会の 中 で 自己喪 失 す る実存 が本 来 の 自 己 に立 ち帰 る象 徴

が、超 人 の謂 で あ る。

だが こ こで注 意 しなけ れ ば な らない の は、 超 人 とは心 構 え を 問題 に した概 念 で あっ て、 肉 体的

卓 越 者 とは 直接 の関 係 を もた ない点 であ る。 「超人Ubermensch」 概 念 が心 構 え に限 定 され た

意味 内容 を もつ とい うこ とは、 そ の対 立 概念 であ る 「末 人derletzteMensch」 概 念 の規定

か ら も裏 付 け が とれ る。 末人 とは 「最 早 自分 自身 を軽 蔑 す る こ との で きな い、 最 も軽 蔑す べ き人

間(lq)」 の こ と であ る。 詰 ま り末 人 とは、 自 らを高 遠 な 理 想 に向け て憧 れ の矢 と化す る こ とのな

N、 近 代文 明 の 生 み 出 しfz,創 造意欲 を欠 く、生 産性 の な い教養 俗 人 を意味 してNる 。

だが ニ ーチ ェは、 超 人 に なろ うと して 最後 ・までなれ なか った。 肉 体は 舞踏 者 に、精 神 は 歌 う鳥

に なろ うと して、 結 局 は な り きれ なか った 。 ニー チ ェは、 超 人 の22世 紀 出現 を預 言 して、 己れ

の使 命 を完 遂 した の であ る。
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注

Friedri(ihNieCzsche,SamtlitheVierke.12RaP(AlfredKronerVerlag

Suttaart)Bd.VI:AlsosprachZarathustra,DieHeimkehr,S.204,

括 弧 内 訳 ・者

ibid.,VorSomenaufga㎎,S.183

ibid.,DieHeimkebr,S.203,括 弧 内 訳 者 .

ibid.VondenDichterii,S.139

ibid.VondenDichtern,S.138

ibid.VonaltenuixlneuenTafeln,S.218

ツ ァ ラ トゥ ス トラ が 自分 が'ま だ詩 人 で い な け れ ば な.らな い こ と を恥 ず か し く思 うの は

何 故 か 。 そ れ は 、 ツ ァ ラ ト ゥス ト7の 目指 す 理 想 が 言 葉 を捨 て た超 人 だ か5で あ る。

ツ ァ ラ トゥ ス トラ は ま だ 真 理(デ ィオ ニxソ ス)の 体現 者 で は な い。 即 ち 己れ の 高 く

掲 げ た 理 想 の 超 人 に な っ て はNON。 詩 人 の段 階 ま で に しか 登 る こ と を 許 され てNな

い 己 れ の 運 命 を 確 認 し、 そ れ を 恥 じ て い る の で あ る 。

ibid.VondenDichtern,S.13939

(9)ibid.,DiesiebenSienel(Oder;DasJa-undAmen-Lied),

S.25?

ibid.,DasHonigopfer,S.`263

ibid.VomLesenandScbreiben,S.41

ibid.VonderSelbstiaberwindunn,S.124

ibid.VondenVerachterndesLeibes,S.35

Bd,IX;DerWillezurMacht,S.10

Bd.N;AlsosprachZarathustra,VomHoherenMenschen,

S.318

Bd.IX:DerWillezurMa,cht,S.4

ibid.,S.7

Bd,IX;Der

ibid,,

ibid.
,

ibid.,

ibid.,

ibid.,

ibid.,

ibid.,

ibid.,

ibid.,

ibid.,

Wille

S.4

S.20

S.12

S.82

S.7

S.11

s.7

S.14

S.17

S.14-15

zurMacht,.S.3
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(12)

(13)

.(14)

(i7)

(18)

(19)

ibid.・,S●20

ibid.,S.44

、(15)(16),,.1、

Bd。t'[(1:Ec`℃Hornv, .AlsospracbLarathustra,S・370

戦 標 す へ き、 等 し き もの の 永 劫 回 帰 の 思 想 が 最 高'J/肯 定 の 定 式 に 転 換 す る の は..そ.の 思

想 を進 ん で我 が 身 に 取 り込 む こ と に よ っ そ 達 成 され る 。.こ の こ.と は 次 章 ま で読 み 進 む こ

と に よ っ て 理 解 さ れ る は ず で あ る 。

13d.L"1:'11susprachLaratlrxstra,VomGesichtandRatsel,

S.174

ibid.,DerGeriesende,S.241

ibic1.,UerGenesende,S.245

V.(1)

(2)

(3)

(4)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

Bd.IX:DerWill.ezurMacht,S.62

ibid6,.S.696●697

Bd.VI:AlsospracbZarathustra,VonderEr16串u㎎,.

S.153.

(5)ibid.,VonaltenundneuenTafelnの3,S.219

ibid.,VonaltenurdneuenTafelnの30・S。238

・ibid
.,VOnder:Er1δSU㎎,rS.155

ibid.,VomGesichtundR益tsel,、S・173

ibid.,V(,置nUbermenschenund.vom、letzten
ロボ

ibid.,VomUbermenschen.undvomletzten

(こ だ ま まさ ゆ き

Menschenの3,S.9

Merischenの5,S.14

哲学科博士課程)
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